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後期評価 成果と課題

【努力指標】 【教師アンケート】

自分の担当分掌について、毎
月ロードマップを検証するこ
とで、取組の見直しが行われ
ている。

「自分の担当分掌について、毎月ロードマップを検証し、適
切な取組となるよう見直しを行った」と肯定的に回答する教
師の割合が
Ａ：80％以上　Ｂ：70％以上
Ｃ：60％以上　Ｄ：60％未満

【努力指標】 【教師アンケート　】

業務の平準化やﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ意
識の向上に努めると共に協
力・協働による効率的な業務
遂行を図る。

「学校運営において、業務の平準化やﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽを意識し、
業務改善に努めた」と回答する教師の割合が
Ａ：90％以上　Ｂ：80％以上
Ｃ：70％以上　Ｄ：70％未満

【努力指標】 【教師アンケート・児童アンケート】

児童が「わかる」「できる」
授業をつくることができてい
る。

【教師】「児童が適用題を解けるよう指導を工夫してい
る。」と肯定的に回答する教師の割合が
Ａ：80％以上　Ｂ：70％以上
Ｃ：60％以上　Ｄ：60％未満
【児童】「本時のたしかめ問題を自分の力で解くことができ
た。」と肯定的に回答する児童の割合が
Ａ：80％以上　Ｂ：70％以上
Ｃ：60％以上　Ｄ：60％未満

【努力指標】 【教師アンケート】

ICTをねらい達成に向けて活用
した授業構想を立て、実践を
進めるように努めている。

【教師】「ねらい達成に向けてICTを使った授業を行ってい
る」と肯定的に回答する教師の割合が
Ａ：80％以上　Ｂ：70％以上
Ｃ：60％以上　Ｄ：60％未満

【成果指標】 【各種教育データ】

単元末テストの平均（知識及
び技能）で
（低学年）85点以上
（高学年）80点以上
達成した児童の割合が８割以
上を目指す。

単元末テスト（知識及び技能）で
低学年８５点、高学年８０点以上達成した児童の割合が、
Ａ：８０％以上　Ｂ：７０％以上
Ｃ：６０％以上　Ｄ：６０％未満

【成果指標】 【各種教育データ】

各学年のおすすめ10冊を1年間
で読むことができる。

「おすすめ10冊」のチェックカードを前期、後期に集め、検
証する。（達成率）
前期…５冊以上
後期…１０冊以上達成した児童の割合が、
それぞれ
Ａ：８０％以上　Ｂ：７０％以上　
Ｃ：６０％以上　Ｄ：６０％未満

1年28人
2年0人
3年0人
4年30人
5年6人
6年14人
４１．６％
D
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【ロードマップの活用】
学校力向上ロードマップを活用
し、組織的・計画的に運用す
る。

竹
田

【教師】
85.7%
A

・昨年度100％から85.7％となり、B評価やC評価の
「どちらかというとできなかった」と答える教職員の
割合が多かった。新任の教職員が多く、担当分掌を見
通しをもって行うことが難しかったと考えられる。
・コロナ以前の取組も復活し、取組ごとの見直し・検
討にも時間を要したことも計画的な運用につなげられ
なかった取組もあった。

・ロードマップを確認し、夏休みでの三部会・
主任会議を組織的・計画的に進め、２学期の取
組を充実したものとする。１０月に中間チェッ
クする。
・各主任を中心に各部の取組をやり切るため
に、教務から各主任への声かけはもちろん、各
部間の連携をコーディネートしていく。各担当
が取り組み後にすぐにふり返りを行い、来年度
に向けて提案文書の訂正をしておく。 残業時間の削

減が結果に表
れてきている
のはよい。

【業務改善】
多忙化改善に向けた取組や意識
改革を推進すると共に協力・協
働による有効な（効率的な）業
務遂行を図る。 教

頭

【教師】
100％
A

・職員朝礼の廃止、職員終礼は週１回としたことで、参集する時間
を削減することができた。教員チャットルームによる、日常的で迅
速な情報共有に努めているが活用の意識には職員間で差が見られ
る。
・ＳＳＳの積極的活用により事務的作業の軽減が図られている。教
員個々の業務改善ワークライフバランスに対する意識は高く、見通
しを持った効率的な業務遂行が図られている。
・業務の平準化に対する意識も高いが、学校規模に関わらず存在す
る業務数を少ない職員数で均すことには限界があり、改善には難し
さがある。

・100％のうちＢ回答64％の割合がＡ回答にシフト
するよう、個々が日々のどんな業務をどの程度省力
化できたのか認識（見える化）できるようにする。
まずは、ＳＳＳの１週間の勤務時間をスプレッド
シートで共有し、職員によって偏りなく、さらに効
率的な業務依頼を実現することで多忙感軽減に努め
る。
・様々な会への参加メンバーの精選に努める。
・各種取組に見通しをもって進められるよう、計画
段階から実践までの手順を残すようにする。

【授業力の向上】
児童が「わかる」「できる」授
業をつくる。

永
吉

【教師】
100％
A

【児童】
91.7％
A

適用題までを視野に入れた授業構想を立てることで、
必然的に本時のゴールを意識した授業となり、指導の
工夫につながった。
適用題を視野に入れた授業のため、自分の力で適用題
が解ける児童が多かった。

前期の取り組みを継続し、適用題までを含めた
授業づくりを実践していく。
適用題の丸つけは、①教師が行なう、②終わっ
た児童がミニ先生になって行う、③端末を活用
する等の方法を試しながら、より短時間で的確
に見取りができる方法を模索していく。

【GIGAスクールの推進】
ICTを効果的に活用した授業構
想を立て、実践を進める。 永

吉
・
稲
井

【教師】
84.6％
A

クロームブックを1日〇回使うという目標から「ねら
いを達成するためのICT活用」という目標に変えたこ
とで、教師の意識は「とにかく使う」から「ねらい達
成」にうまく変えることができた。
ねらい達成のための活用頻度が更に高まるとよい。

小松教育事務所の『GIGA NAVI』や能美市の
『withクロムスタイル帳』の実践例を参考にし
て、ねらい達成のためのICT活用を進める。
ICTサポーターによる端末活用の研修会を行
い、個別最適化・協働的な学びに繋げられそう
な活用方法を検討していく。

【学力の向上①】
AIドリルや帯タイムを活用して
基礎学力の定着、習熟を図る。

竹
田

【国語】
60.4％
C

【算数】
74.7％
B

・低学年で達成した児童の割合は国語５６．２％、算
数６６％、高学年は国語６３．２％、算数８０．５％
であった。
・国語は、２年以上のすべての学年で達成率が７０％
未満であった。漢字の書き取りやことばの使い方、意
味理解につまずきがあると考えられる。
・算数は、今年度より全校共通のワークで定着・習熟
の徹底と見取りを行ったが、高学年を中心に少しでは
あるが伸びが見られた。

・学力向上プランに基づいた指導の徹底を行
い、個別支援を要する児童への支援体制を整え
る。（支援員の配置、帯タイムでの級外支援、
支援会議や通級との連携などによる組織的支
援）
・漢字の書き取りや言葉の学習については、ド
リルパークとナビマ（AIドリル）を使い分けて
字形をしっかりとらえたり、ことばの使い方や
意味理解を復習したりし、定着を図る。同時に
教師はタイムリーに習熟度を把握し、指導改
善・個別支援に努める。

【学力の向上②】
読書活動を充実させ、読書の質
の向上を図る。

稲
井

・５冊達成できた児童の割合が学年によってばらつき
がでた。休み時間に利用できる枠が増えたことと、朝
読書でおすすめの本を読むと決めたことで、昨年同時
期より５冊達成者の割合が増えた。（昨年度３２％）

・教職員への取組の周知を図り、「おすすめの
本」の利用の進捗状況を伝え、声かけをする。
・おすすめの本１０冊達成者を集会で名前を呼
び表彰することで、達成できるよう意欲をもた
せる。集会では必ずおすすめの本や読書の良さ
を伝えていく。（２学期２回、３学期２回）
・季節のイベントにおすすめの本を絡めたりす
る。

2

確
か
な
学
力
の
育
成

児童の学習支
援等、ＣＳと
して、平日に
手伝えること
があれば声を
かけてもらえ
るとよい。
自分の判断
で、よりよく
豊かな生活の
ためにＩＣＴ
を使える子供
を育ててほし
い。



【成果指標】 【教師アンケート・児童アンケート】

児童が児童会活動に積極的に
参加し、児童会目標を達成し
ようとしている。（児童会活
動とは、各行事、委員会の取
組、たてわり活動など）

【教師アンケート】
「児童が主体的に取り組めるように働きかけた。」と肯定的
に回答する教師の割合が、　　　　　　　　　　　　　　　　
Ａ：90％以上　Ｂ：80％以上
Ｃ：70％以上　Ｄ：70％未満　　　　　　　　
【児童アンケート】１～４年「児童会活動の取組に前向きに
さんかできた。」５・６年「学校をよりよくするために進ん
で児童会活動に取り組むことができた。」との肯定的な回答
する児童の割合が、　　　　　　　　　　　　　　　
Ａ：90％以上　Ｂ：80％以上
Ｃ：70％以上　Ｄ：70％未満

【満足度指数】 【教師アンケート・児童アンケート】

児童が道徳の授業で学んだこ
とを生活に結び付けたり生か
したりしようとしている。

【教師アンケート】
「授業の終末に自分ごととしてとらえさせる時間をとること
ができた」とする教師の割合が
Ａ：80％以上　Ｂ：70％以上
Ｃ：60％以上　Ｄ：60％未満
【児童アンケート】「道徳の授業の中で自分ごととして考え
ることができた」と肯定的な回答する児童の割合が
Ａ：80％以上　Ｂ：70％以上

【努力指標】 【教師アンケート】

情報交換を密にし、担任や各
主任が連携・協働し、諸課題
の早期解決・未然防止に努め
る。

「情報交換を密にするため、校内支援会議を学期に２回設
け、諸課題の早期解決・未然防止に努めている」と肯定的に
回答した教師が、
Ａ：９０％　Ｂ：８０％
Ｃ：７０％　Ｄ：７０％以下

【成果指標】 【各種教育データ】

３年以上の４クラスで「上体
起こし」と「長座体前屈」の
記録を６月に計測し、
それよりも１２月には、
「上体起こし」で２回以上、
「長座体前屈」で３cm以上
記録をのばす。

【体力テスト①②の結果】
３年以上の４クラスで「上体起こし」と「長座体前屈」の記
録を６月に計測し、
それよりも１２月には、
「上体起こし」で２回以上、
「長座体前屈」で３cm以上
記録をのばすことができたのは３学年中，
Ａ：４学年が達成　　Ｂ：３学年が達成
Ｃ：２学年が達成　　Ｄ：１学年が達成

【成果指標】 【生活アンケート・保護者アンケート】

メディア利用の約束を守り、
早寝早起きと睡眠の大切さを
理解している。

【生活アンケート】
「メディア利用の約束を守り、早寝早起きができている」と
回答している児童の割合が　　　　　
Ａ：80％以上　Ｂ：70％以上
Ｃ：60％以上　Ｄ：60％未満　　　　　　　
【保護者アンケート】
8時間以上の睡眠時間(低：9時間、高：8時間)を週に4日以上
とることを心がけていると回答する保護者の割合が　　　　　　　
Ａ：90％以上　Ｂ：80％以上
Ｃ：70％以上　Ｄ：70％未満

【努力指標】 【教師アンケート・児童アンケート】

地域教材等地域の特色を生か
したふるさと教育の推進に努
める。

【教師アンケート】「地域教材等地域の特色を生かした教育
活動を行った」と回答する教師の割合が
Ａ：100％以上　Ｂ：90％以上
Ｃ：80％以上　Ｄ：80％未満
【児童アンケート】「生活科・総合や地域の方との学習を通
してふるさとが好きだ」と回答する児童の割合が
Ａ：90％以上　Ｂ：80％以上
Ｃ：70％以上　Ｄ：70％未満

【教師】
100％
A

【児童】
91.7％
A

【　努力指標　】 【児童アンケート・保護者アンケート】

児童が相手意識を持って挨拶
をしようとしている。

【児童アンケート】「学校で「おはようございます、こんに
ちは、さようならなど」のあいさつを自分からすることがで
きる。」と肯定的に回答する児童の割合が
Ａ：80％以上　Ｂ：70％以上
Ｃ：60％以上　Ｄ：60％未満            　　 
【保護者アンケート】「子どもは地域や家庭であいさつをし
ている。」と肯定的に回答する保護者の割合が
Ａ：80％以上　Ｂ：70％以上
Ｃ：60％以上　Ｄ：60％未満　
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【児童会活動の充実】
児童主体の児童会活動を通し
て、主体的実践的な態度を育成
する。 清

川
・
深
田

【教師】
100％
A

【児童】
90.5％
A

・児童アンケートの結果、学校全体では９０．５％と
Ａ評価7であったが内訳をみると、５，６年生が８
８．７％、１～４年生が９２．４％と実質活動してい
る高学年の肯定的な回答をしている児童の割合が予想
より少ないと感じた。委員会活動の内容としたら昨年
度と比べても充実しているように感じるので、アン
ケートを実施する際に、児童が活動を振り返ったり実
績を感じてアンケートに答えられるような手立てが必
要である。

・前期委員会の任期は９月末の運動会後までとな
る。運動会を通して、各委員会活動の活動内容も児
童主体の充実したものにするために、各担当の工夫
や声掛けが必要である。
・行事や各委員会の季節に応じた取組を通して、１
～４年生にも行事や委員会の仕事内容を知れる機会
を設ける。各委員会の取組に個人的に、またはクラ
スとして参加できる機会を設けて、頑張れたことを
感じられる取組とする。そうすることで、全校児童
（高学年も含めて）の自己肯定感の向上や達成感・
成就感につながると考える。

いじめや不登
校傾向児童対
応アイデアの
一つとして、
ロールプレイ
を見て自分た
ちで考え、議
論させている
取組をメディ
アで見たこと
がある。
子供たちが、
ほめてもらえ
る機会を増や
すとよい、

【道徳授業の工夫】
道徳の指導法を工夫し、考えを
聴き合い伝え合う授業づくりを
行い、道徳的実践意欲を高め
る。

深
田

【教師】
100％
A

【児童】
91.0％
A

・アンケートの結果から教師は授業で生活に結び付けるこ
とができるように指導するように心がけており、またほと
んどの児童も毎回の道徳の授業が自分のこととしてとらえ
て考えていることがうかがえる。終末の振り返りの際、教
師側で自分のこととしてとらえる視点を与えたり、資料が
自分事として捉えにくいものでも授業の展開の中でより考
えさせることのできる工夫がされていると思われる。

・夏休み中に研修会を開き、より児童が多角的・多
面的に考えることができるようにICTを効果的に
使った道徳の授業を紹介し、２学期の授業につなげ
たい。
・今後も引き続き自分事として捉えられるように、
４月の提案を再確認し、道徳的実践意欲の高まりに
つながる。

【校内支援体制の充実】
不登校等の未然防止のための校
内支援体制や教育相談、児童理
解の会を充実させ、専門組織と
の連携に努める。

清
川
・
中
野

【教師】
100％
A

・校内支援会議を１学期に2回（夏季休業中に1回を含む）実
施し、児童の困り感を把握したり、担任だけが抱え込むので
はなく、チーム学校として対応できるような支援体制を図っ
た。
・職員会議の後に、「児童理解の会」を設けて児童の様子や
支援の必要性等の共通理解を図った。
・学期はじめ（スタートからの3日間）に担任が気付いた児童
の様子を一覧にまとめ、情報を共有した。
・ＧＷ前に長欠児童を中心に児童の様子に注視することを職
員に促した。
・上記の4つの取組から校内支援体制を充実させてきた。

・不登校児童、不登校になりうるような可能性がある
児童に対して、情報の共有と手立てを考察できる機会
を柔軟に設けていきたい。
・教育相談担当が中心になってＳＣとの連携を図り、
児童の様子を把握したり児童に合ったアプローチの仕
方を検討し、児童理解につなげたり支援体制を図った
りする。夏季休業中にＳＣを講師としてお招きし、不
登校等への対応について知識を深める機会を設ける。
・学習の理解度と不登校との関係性について、職員の
理解を深める。授業において「生徒指導の4つの視点」
を意識して授業を行い、児童の学習における困り感な
どを減らしたい。

4

健
や
か
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【体力向上の工夫】
体力アップ1校1プランの取組等
を推進し、体力の向上を図る。

北
川 実践中

【上体起こし（６月結果）】３男１６．５　３女１２．５　
４男１６．４　４女１６．２　５男２１．１　５女１７．３　
６男２１．１　６女１８．０
【長座体前屈（６月結果）】３男３３．１　３女３４．５　
４男３１．０　４女３２．３　５男３３．７　５女３３．９　
６男４４．６　６女４２．３

・２学期の体育の中で、上体起こし・長座体前屈の
記録の伸びにつながる柔軟体操、ペアでの体力作り
の取り組みを行う。
・夏休み中に職員で有効な柔軟体操やペアでの体力
づくりについての研修を行う。
・２月の学校体育担当者会議での発表に向けて研修
の様子や２学期の子供たちの様子をビデオに撮って
おく。

思ったように
体が動かせる
ことで、運動
量も増え、体
力も上がって
くると考え
る。体育の授
業で、動きの
ベースとなる
運動を継続し
て行うとよい
のではない
か。

【生活習慣の確立】
「早寝早起き」の習慣化やメ
ディア利用の約束を行い、基本
的な生活習慣を確立すること
で、心身の健康の保持増進を図
る。

北
川
・
木
戸
口

【児童】
B

71.7％

【保護者】

B
89.9％

早起き（６時半まで）ができている児童は６７％、早寝
（１・２年９時、３・４年９時半、５・６年１０時まで）
ができている児童は７２％であった。メディア利用の約束
は、決まっている家庭が７３％、そのうち守れている児童
は７６％であった。しかし、メディア利用の約束が決まっ
ていない児童や、決まっていて守れていると答えた児童の
中にも、メディア利用時間が長い児童が多く、家庭によっ
てルールの内容にも差があると考えられる。育友会生活委
員会で保護者に話を聞いた際は、「家庭ではゆっくりさせ
てあげたい気持ちがあり、就寝時刻が遅くなる」「メディ
ア利用については制限をしていない」との声もあった。

・夏休み中は生活リズムが乱れていることが考えら
れるため、登校日から「生活リズム見直しシート」
の取組を行い、２学期をスムーズにスタートさせら
れるようにする。
・学校保健委員会前に、児童・保護者に生活アン
ケートを行い、それぞれの生活習慣に対する考え方
や、困り感などを把握する。
・11月の学校保健委員会で「睡眠」をテーマに取り
上げ、メディア利用と睡眠の相互関係について児
童・保護者に啓発する。
・学校保健委員会後に、生活習慣チェックを行い、
家庭で生活習慣改善に向けて取り組む。

5

家
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【ふるさと教育の推進】
ふるさとのことを知り、ふるさ
と愛を育む、ふるさと教育を推
進する。

教
頭

・各学年において、地域の自然、人材、特産物、施設
等を生かした生活科、総合的な学習の時間が展開され
ている。また、前期は高学年において、地域の方々を
講師として、虚空蔵太鼓等の地域の文化・自然に親し
む「ふれあい活動」を実施した。自然観察クラブ、防
災クラブ等においても地域人材を講師に、地域の自然
や生き物に親しむ活動が充実できている。見守り隊は
全家庭の所属により、通学時の和気町交差点の見守り
当番が実現している。

・活動内容の見直しや新たな講師の人材発掘な
ど、今後も持続可能な活動になるよう準備を進
めていく必要がある。
・夏休み中に校区バスツアーを実施し、校区に
ある学びのリソースを研修することで職員の校
区への理解を高める。
・今後も関わってくださった方々に子供たちの
学びの実感や感謝の気持ちを丁寧にフィード
バックしていく。

見守り隊をし
ていて、小学
校を卒業して
も毎朝挨拶を
してくれる。
集団登校の姿
から、高学年
にリーダーと
しての責任感
が育ってきて
いることが伝
わってくる。

【あいさつができる子の育成】
気持ちよい挨拶ができる子を育
てる。

清
川

【児童】
93.7％
A

【保護者】

93.5％
A

・児童、保護者アンケートの結果からどちらもＡ評価
となった。特に、１～４年生の結果が昨年度より６ポ
イント上昇し、９４．９％であった。運営委員会の挨
拶運動で取り組んでいる様子を文字や写真にして掲示
することで実感できたのではないかと考える。また、
挨拶ビンゴや表彰するなど挨拶に関心が高まるような
取組も功を奏したのではないかと考える。

・挨拶をしっかりできる体制は整ってきたよう
に思うが、「自分から」という自発的な行動に
はまだ消極的なように感じる。
・挨拶をされて相手はどんな気持ちになるの
か、友達や先生、地域の方たちにインタビュー
をして挨拶をされたときの気持ちを知れる機会
を設けて、児童の自発的な挨拶が身に付くよう
にしたい。




